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送
信
電
力
制
御
と
補
助
チ
ャ
ネ
ル
に
よ
る

経
路
内
衝
突
の
な
い
無
線
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送

松
村

真
吾

†
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桧
垣

博
章

†
1

ア
ド
ホ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
無
線
ノ
ー
ド
列
に
よ
る
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
に
お
い
て
，

デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
群
の
高
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
配
送
を
実
現
す
る
た
め
に
は
，
経
路
内
衝
突
を
回
避
，
削

減
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
．

R
H

2
S
W

L
手
法
で
は
，
単
一
チ
ャ
ネ
ル
通
信
を
前
提
と
し
て
，
配

送
経
路
を
順
次
短
縮
無
線
リ
ン
ク
列
で
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
転
送
の
衝
突

を
回
避
し
て
い
る
．
し
か
し
，
順
次
短
縮
無
線
リ
ン
ク
列
で
接
続
可
能
な
送
受
信
無
線
ノ
ー
ド
間
距

離
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
広
域
ア
ド
ホ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
適
用
で
き
な
い
問
題
が
あ

る
．
本
論
文
で
は
，
補
助
チ
ャ
ネ
ル
を
用
い
て
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
転
送
を
行
な
う
無
線
リ
ン
ク
を

マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
経
路
に
含
む
こ
と
に
よ
っ
て
，
経
路
内
衝
突
を
回
避
し
な
が
ら
無
線
リ
ン
ク
長

を
拡
大
す
る

R
H

2
S
W

L
の
拡
張
手
法
を
提
案
す
る
．
ま
た
，
こ
の
よ
う
な
経
路
を
探
索
す
る
プ
ロ

ト
コ
ル
を
設
計
す
る
．
こ
れ
に
よ
っ
て
，
よ
り
離
れ
た
送
受
信
無
線
ノ
ー
ド
間
を
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
経
路
内
衝
突
を
発
生
し
な
い
配
送
経
路
で
接
続
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
．
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1
.
背
景
と
目
的

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
の
発
達
に
よ
り
，
移
動
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
構
成
要
素
に
含
む

モ
バ
イ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
が
進
ん
で
い
る
．
こ
こ
で
，
携
帯
性
の
高
い
ノ
ー
ト
型
P
C
や
P
D
A
，

あ
る
い
は
小
型
軽
量
化
を
特
に
必
要
と
す
る
セ
ン
サ
ノ
ー
ド
等
で
は
，
搭
載
可
能
な
バ
ッ
テ
リ
容
量
が
必
ず

し
も
大
き
く
な
い
こ
と
か
ら
，
無
線
送
信
電
力
を
無
制
限
に
大
き
く
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
．
ま
た
，
無
線

通
信
は
共
通
の
電
磁
場
を
媒
体
と
し
て
利
用
す
る
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
ト
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
，
無
線
信
号
の
衝

突
回
避
の
観
点
か
ら
も
，
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送
信
元
無
線
ノ
ー
ド
が
送
信
先
無
線
ノ
ー
ド
と
常
に
直
接

通
信
す
る
方
法
が
適
切
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
．
限
ら
れ
た
無
線
通
信
電
力
を
用
い
る
無
線
ノ
ー
ド
群
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
モ
バ
イ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
，
高
い
接
続
性
を
得
る
た
め
に
は
，
送
信
元
無
線

ノ
ー
ド
か
ら
送
信
先
無
線
ノ
ー
ド
ま
で
配
送
さ
れ
る
各
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
中
継
無
線
ノ
ー
ド
が
順
次

転
送
す
る
無
線
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
が
用
い
ら
れ
る
．
こ
れ
ま
で
に
，
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
無
線
マ
ル
チ

ホ
ッ
プ
配
送
経
路
を
決
定
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ト
コ
ル
が
提
案
さ
れ
て
い
る

2
)
．

IE
E
E
8
0
2
.1
1
6
)
を
は
じ
め
と
す
る
C
S
M
A
/
C
A
に
基
づ
く
無
線
L
A
N
プ
ロ
ト
コ
ル
で
は
，
異
な
る

無
線
ノ
ー
ド
が
送
信
し
た
無
線
信
号
が
衝
突
す
る
隠
れ
端
末
問
題

3
)
を
回
避
す
る
た
め
に
R
T
S
/
C
T
S
制

御
が
導
入
さ
れ
て
い
る
．
こ
れ
に
よ
っ
て
無
線
信
号
の
衝
突
を
回
避
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
が
，
無
線
マ

ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
経
路
に
含
ま
れ
る
2
ホ
ッ
プ
近
隣
の
無
線
ノ
ー
ド
は
同
時
に
無
線
信
号
を
送
信
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
．
こ
の
競
合
に
よ
っ
て
，
各
無
線
ノ
ー
ド
の
無
線
信
号
送
信
機
会
が
減
少
し
，
エ
ン
ド
エ

ン
ド
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
が
低
下
す
る
問
題
が
あ
る
．
こ
の
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
経
路
上
の
2
ホ
ッ
プ
近
隣
無
線

ノ
ー
ド
間
の
競
合
を
回
避
す
る
た
め
に
，
各
無
線
ノ
ー
ド
が
次
ホ
ッ
プ
無
線
ノ
ー
ド
に
到
達
可
能
な
最
小
送

信
電
力
を
用
い
て
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
信
す
る
機
構
を
備
え
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
，
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ

配
送
経
路
を
順
次
短
縮
さ
れ
る
無
線
リ
ン
ク
列
に
よ
っ
て
構
成
す
る
R
H
2
S
W
L
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が

提
案
さ
れ
て
い
る

8
)
．

し
か
し
，
無
線
通
信
リ
ン
ク
を
順
次
短
縮
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
制
約
条
件
か
ら
，
特
に
広
域

な
無
線
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
経
路
検
出
率
が
低
下
す
る
た
め
可
用
性
が
損
な
わ
れ
る
問
題
が

あ
る
．
本
論
文
で
は
，
各
無
線
ノ
ー
ド
で
2
チ
ャ
ネ
ル
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
，
順
次
短
縮

無
線
リ
ン
ク
列
で
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
転
送
に
用
い
る
通
常
チ
ャ
ネ
ル
と
伸
長
無
線
リ
ン
ク
の
み
で
デ
ー
タ

メ
ッ
セ
ー
ジ
転
送
に
用
い
る
補
助
チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
使
い
分
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
隠
れ
端
末
問
題
に
よ
る

経
路
内
の
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
転
送
の
衝
突
を
回
避
す
る
無
線
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
経
路
の
検
出
率
を
改
善

す
る
手
法
を
提
案
す
る
．

2
.
関
連
研
究

無
線
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
は
，
単
一
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
経
路
内
に
お
け
る
衝
突
，

競
合
を
削
減
，
回
避
す
る
た
め
の
手
法
と
複
数
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
経
路
間
に
お
け
る
衝
突
，
競
合
を
削
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減
，
回
避
す
る
手
法
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
．
本
論
文
で
は
，
前
者
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
す
る
．
な
お
，

こ
こ
で
は
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
配
送
に
は
単
一
チ
ャ
ネ
ル

c
の
み
を
用
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
．

無
線
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
経
路

R
に
含
ま
れ
る
各
中
継
無
線
ノ
ー
ド

M
i
は
，
前
ホ
ッ
プ
無
線
ノ
ー
ド

M
i−

1
か
ら
受
信
し
た
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
次
ホ
ッ
プ
無
線
ノ
ー
ド

M
i+

1
へ
転
送
す
る
．
し
た
が
っ
て
，

M
i
は

M
i−

1
の
無
線
信
号
到
達
範
囲
に
含
ま
れ
，

M
i
の
無
線
信
号
到
達
範
囲
に
は

M
i+

1
を
含
む
．
各

無
線
ノ
ー
ド
の
無
線
信
号
送
信
電
力
が
一
定
で
あ
る
場
合
，
隣
接
無
線
ノ
ー
ド
は
互
い
に
相
手
を
無
線
信
号

到
達
範
囲
に
含
む
こ
と
に
な
る
．
し
た
が
っ
て
，

M
i
の
無
線
信
号
到
達
範
囲
に
は

M
i−

1
を
含
み
，

M
i

は
M

i+
1
の
無
線
信
号
到
達
範
囲
に
含
ま
れ
る
( 図

1
) ．
す
な
わ
ち
，

M
i
は

M
i−

1
と

M
i+

1
の
無
線
信

号
到
達
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
，

M
i−

1
と

M
i+

1
は
互
い
に
隠
れ
端
末
の
関
係
と
な
る
．
そ
の
た

め
，
こ
れ
ら
の
送
信
す
る
無
線
信
号
の

M
i
に
お
け
る
衝
突
に
よ
っ
て
無
線
通
信
リ
ン
ク

|M
i−

1
M

i
�
を

転
送
さ
れ
る
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
再
送
信
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
の
低
下
を
回
避
す
る
た

め
に
は
，
R
T
S
/
C
T
S
制
御
の
導
入
に
よ
っ
て
隠
れ
端
末
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
．
し
か

し
，
R
T
S
/
C
T
S
制
御
に
よ
っ
て

M
i
に
お
け
る
衝
突
は
回
避
可
能
と
な
る
も
の
の
，

M
i−

1
と

M
i+

1
は

同
時
に
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
転
送
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
競
合
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
り
，
デ
ー
タ
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
転
送
待
ち
に
よ
っ
て
エ
ン
ド
エ
ン
ド
の
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
が
低
下
す
る
．
な
お
，
R
T
S
/
C
T
S
制
御

の
オ
ー
バ
ヘ
ッ
ド
に
よ
る
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
低
下
を
縮
小
す
る
た
め
の
手
法
と
し
て
M
A
R
C
H

4
)
が
あ
る
が
，

競
合
発
生
の
問
題
を
解
決
す
る
も
の
で
は
な
い
．

図
1
送
信
電
力
一
定
の
場
合
の
無
線
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
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論
文
1
)
で
は
，
無
線
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
経
路
を
順
次
短
縮
す
る
無
線
リ
ン
ク
で
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
，
互
い
に
隠
れ
端
末
で
あ
る

M
i−

1
と

M
i+

1
と
の
間
の
競
合
を
解
消
す
る
手
法
R
H
2
S
W
L
を
提
案
し

て
い
る
．
こ
こ
で
は
，
図

2
に
示
す
よ
う
に
各
中
継
無
線
ノ
ー
ド

M
i
に
お
い
て

|M
i−

1
M

i
|
>

|M
i
M

i+
1
|

を
満
足
す
る
無
線
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
経
路
を
探
索
，
検
出
し
，

M
i
が

M
i+

1
を
無
線
信
号
到
達
範
囲
に

含
む
た
め
の
最
小
送
信
電
力
で
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
転
送
す
る
．
こ
の
た
め
，

M
i
は

M
i−

1
の
無
線
信

号
到
達
範
囲
に
含
ま
れ
る
一
方
，

M
i+

1
の
無
線
信
号
到
達
範
囲
に
は
含
ま
れ
な
い
た
め
，

M
i−

1
と

M
i+

1

の
競
合
が
解
消
さ
れ
，
こ
れ
ら
が
同
時
に
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
転
送
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
．
た
だ

し
，
順
次
短
縮
す
る
無
線
通
信
リ
ン
ク
に
よ
っ
て
経
路
を
構
成
す
る
制
約
か
ら
，
経
路
検
出
率
の
低
下
を
避

け
る
こ
と
が
で
き
ず
，
特
に
送
信
元
無
線
ノ
ー
ド
か
ら
送
信
先
無
線
ノ
ー
ド
ま
で
の
距
離
が
大
き
く
な
る
広

域
無
線
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
適
用
が
困
難
で
あ
る
．
経
路
探
索
プ
ロ
ト
コ
ル
に
お
け
る
経
路

探
索
要
求
メ
ッ
セ
ー
ジ

R
re

q
の
フ
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
で
は
，
各
無
線
ノ
ー
ド
が
す
べ
て
の
隣
接
無
線
ノ
ー
ド

に
よ
っ
て
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
ト
送
信
さ
れ
る

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
信
す
る
こ
と
か
ら
，
次
ホ
ッ
プ
無
線

ノ
ー
ド
の
検
出
可
能
性
が
よ
り
高
く
な
る
場
合
に
は

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
再
送
信
を
行
な
う
こ
と
で
経
路

検
出
率
を
改
善
す
る
R
H
2
S
W
L
w
R
B
を
論
文
7
)
で
提
案
し
て
い
る
．
し
か
し
，
再
送
信
に
よ
る
通
信

オ
ー
バ
ヘ
ッ
ド
の
拡
大
が
問
題
で
あ
る
．

図
2
順
次
短
縮
リ
ン
ク
列
に
よ
る
無
線
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
経
路

F
ig
.2

W
ir
e
le
ss

M
u
lt
ih
o
p
T
ra
n
sm

is
si
o
n
R
o
u
te

D
e
te
c
te
d
b
y
R
H
2
S
W
L
.

3
.
提
案
手
法

3
.1
補
助
チ
ャ
ネ
ル
に
よ
る
無
線
リ
ン
ク
伸
長

R
H
2
S
W
L
手
法
で
は
，
無
線
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
経
路
を
順
次
短
縮
無
線
リ
ン
ク
列
で
構
成
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
，
経
路
内
隠
れ
端
末
問
題
を
回
避
し
，
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
転
送
の
経
路
内
衝
突
発
生
を
防

止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
配
送
を
実
現
し
て
い
る
．
し
か
し
，
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
経
路

R
=

||
M

0
.
.
.
M

n
��
の
無
線
リ
ン
ク
列
が
順
次
短
縮
と
な
る
条
件

|M
i−

1
M

i
|
>

|M
i
M

i+
1
|
は

i
が

大
き
く
な
る
ほ
ど
充
足
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
．
こ
れ
は
，
中
継
無
線
ノ
ー
ド

M
i
の
次
ホ
ッ
プ
中
継

無
線
ノ
ー
ド

M
i+

1
が

M
i
を
中
心
と
し
て
半
径

|M
i−

1
M

i
|
の
円
の
内
部
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
，

|M
i−

1
M

i
|
が

i
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
小
さ
く
な
る
た
め
で
あ
る
．
こ
の
た
め
，
送
信
元
無
線
ノ
ー
ド

M
s

か
ら
送
信
先
無
線
ノ
ー
ド

M
d
ま
で
の
距
離

|M
s
M

d
|
が
長
く
な
る
ほ
ど
順
次
短
縮
無
線
リ
ン
ク
列
か
ら

な
る
配
送
経
路
を
検
出
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
り
，
あ
る
距
離
以
上
で
は
ほ
と
ん
ど
配
送
経
路
を
検
出
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
．

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
，
本
論
文
で
は
，
補
助
チ
ャ
ネ
ル
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
線
リ
ン

ク
を
伸
長
す
る
手
法
を
提
案
す
る
．
R
H
2
S
W
L
手
法
で
は
，
す
べ
て
の
無
線
リ
ン
ク
で
同
一
の
チ
ャ
ネ
ル

c
( 以
下
で
は
通
常
チ
ャ
ネ
ル
と
よ
ぶ
)
を
用
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
．
こ
こ
で
導
入
す
る
補
助
チ
ャ

ネ
ル

c�
と
は
，
通
常
チ
ャ
ネ
ル
と
は
波
長
の
異
な
る
チ
ャ
ネ
ル
で
あ
り
，
こ
の
チ
ャ
ネ
ル
を
用
い
て
転
送

さ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
通
常
チ
ャ
ネ
ル
を
用
い
て
転
送
さ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
衝
突
す
る
こ
と
が
な
い
．
中

継
無
線
ノ
ー
ド

M
i
の
隣
接
無
線
ノ
ー
ド

M
の
す
べ
て
が

|M
i−

1
M

i
|
>

|M
i
M

|
を
満
た
す
こ
と
が
で

2
c �

2
0
0
9
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き
な
い
こ
と
を
検
出
し
た
場
合
，
図

3
に
示
す
よ
う
に
，

M
i
は
次
ホ
ッ
プ
無
線
中
継
ノ
ー
ド

M
i+

1
へ

の
無
線
リ
ン
ク

|M
i
M

i+
1
�
で
は
補
助
チ
ャ
ネ
ル
を
用
い
る
こ
と
と
す
る

�
1
．
こ
こ
で
，
無
線
リ
ン
ク
長

|M
i
M

i+
1
|
は

M
i
の
最
大
送
信
電
力
に
よ
る
無
線
信
号
到
達
距
離
以
下
の
任
意
の
距
離
と
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
．

M
i
を
中
心
と
し
て
半
径

|M
i
M

i+
1
|
の
円
の
内
部
に

M
j
(j

<
i)
が
含
ま
れ
る
こ
と

が
あ
る
が
，
無
線
リ
ン
ク

|M
j
−

1
M

j
�
で
通
常
チ
ャ
ネ
ル
を
用
い
て
転
送
さ
れ
る
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

|M
i
M

i+
1
�
で
補
助
チ
ャ
ネ
ル
を
用
い
て
転
送
さ
れ
る
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
衝
突
す
る
こ
と
は
な
い
．

図
3
補
助
チ
ャ
ネ
ル
を
用
い
る
伸
長
無
線
リ
ン
ク

F
ig
.3

E
x
te
n
d
in
g
W
ir
e
le
ss
L
in
k
w
it
h
S
u
b
si
d
ia
ry

C
h
a
n
n
e
l.

な
お
，

M
i+

1
以
降
の
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
経
路
は
，
伸
長
し
た

|M
i
M

i+
1
|
を
基
準
と
し
た
順
次
短
縮

無
線
リ
ン
ク
列
と
し
て
構
成
す
る
．
ま
た
，
補
助
チ
ャ
ネ
ル
は
ひ
と
つ
の
無
線
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
経
路
上

で
複
数
回
導
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
，
そ
の
都
度
無
線
リ
ン
ク
を
伸
長
す
る
．

3
.2
無
線
リ
ン
ク
伸
長
に
よ
る
経
路
内
衝
突

無
線
リ
ン
ク

|M
i
M

i+
1
�
で
は
補
助
チ
ャ
ネ
ル
を
用
い
た
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
転
送
を
行
な
う
こ
と
と

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
こ
れ
を

|M
i−

1
M

i
|
<

|M
i
M

i+
1
|
を
満
た
す
伸
長
無
線
リ
ン
ク
と
し
，

M
i
以
降

を
こ
れ
を
基
準
と
し
た
順
次
短
縮
無
線
リ
ン
ク
列
と
し
て
構
成
す
る
．
こ
れ
に
よ
っ
て
，
送
信
元
無
線
ノ
ー

ド
M

s
か
ら
よ
り
遠
距
離
に
あ
る

M
d
と
の
間
に
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
転
送
の
衝
突
を
回
避
し
た
マ
ル
チ

ホ
ッ
プ
配
送
経
路
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

た
だ
し
，
伸
長
無
線
リ
ン
ク

|M
i
M

i+
1
�
の
終
点
無
線
ノ
ー
ド

M
i+

1
の
次
ホ
ッ
プ
中
継
無
線
ノ
ー
ド

M
i+

2
の
選
択
に
お
い
て
は
，デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
転
送
の
衝
突
回
避
の
た
め
に
無
線
リ
ン
ク
長

|M
i+

1
M

i+
2
|

に
制
約
を
課
す
必
要
が
あ
る
．
こ
こ
で
，
伸
長
無
線
リ
ン
ク
長

|M
i
M

i+
1
|
は

M
i
の
最
大
送
信
電
力
に
よ

る
無
線
信
号
到
達
距
離
以
下
の
任
意
の
距
離
と
な
り
得
る
．
図

4
に
示
す
よ
う
に
，

M
i+

1
は

M
i−

1
の
次

ホ
ッ
プ
中
継
無
線
ノ
ー
ド
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

|M
i−

1
M

i+
1
|
>

|M
i−

2
M

i−
1
|(

>
|M

i−
1
M

i
|)

で
あ
る
が
，

M
i+

1
は

M
i−

1
の
最
大
送
信
電
力
に
よ
る
無
線
信
号
到
達
範
囲
内
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ

�
1
R
H
2
S
W
L
手
法
で
は
，
経
路
探
索
プ
ロ
ト
コ
ル
に
お
い
て

M
i
の
次
ホ
ッ
プ
と
な
り
得
る
無
線
ノ
ー
ド

M
の
み
が
最
大
送
信

電
力
で
経
路
探
索
メ
ッ
セ
ー
ジ

R
r
e
q
を
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
ト
送
信
す
る
．
そ
こ
で
，
こ
の

R
r
e
q
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
前
ホ
ッ
プ
無
線

ノ
ー
ド

M
i
の

ID
を
付
与
す
る
．

M
i
が

R
r
e
q
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
ト
送
信
時
に
タ
イ
マ
を
セ
ッ
ト
し
，
自
身

の
ID
が
付
与
さ
れ
た

R
r
e
q
メ
ッ
セ
ー
ジ
受
信
時
に
タ
イ
マ
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
機
構
を
導
入
す
る
．
そ
し
て
，
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
の

検
出
を
も
っ
て
次
ホ
ッ
プ
無
線
ノ
ー
ド
へ
伸
長
リ
ン
ク
を
導
入
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
．

る
．
こ
の
と
き
，
|M

i
M

i+
1
|
>

|M
i+

1
M

|
を
満
た
す
任
意
の
ノ
ー
ド
を

M
i+

1
の
次
ホ
ッ
プ
中
継
無
線

ノ
ー
ド

M
i+

2
と
す
る
と
，
|M

i+
1
M

i+
2
|
>

|M
i−

1
M

i+
1
|
を
満
た
す
可
能
性
が
あ
る
．

M
i+

1
が
無
線

信
号
到
達
距
離
が

|M
i+

1
M

|
と
な
る
送
信
電
力
を
用
い
た
場
合
，

M
i−

1
を
無
線
信
号
到
達
範
囲
に
含
む

こ
と
を
意
味
す
る
．
つ
ま
り
，

M
i−

1
で
隠
れ
端
末
問
題
に
よ
る
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
転
送
の
経
路
内
衝
突

が
発
生
す
る
．

図
4
無
線
リ
ン
ク
伸
長
に
よ
る
経
路
内
衝
突

F
ig
.
4

C
o
ll
is
io
n
b
y
E
x
te
n
d
in
g
L
in
k
.

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
，
|M

i+
1
M

i+
2
|
<

|M
i−

1
M

i+
1
|
を
満
足
す
る
よ
う
に
無
線
中
継
ノ
ー

ド
M

i+
2
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
こ
こ
で
，
R
H
2
S
W
L
手
法
で
は
，
経
路
探
索
メ
ッ
セ
ー
ジ

R
re

q
を

つ
ね
に
最
大
送
信
電
力
で
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
ト
送
信
し
，
そ
の
無
線
信
号
到
達
範
囲
に
あ
る
す
べ
て
の
無
線
ノ
ー

ド
が
受
信
電
力
か
ら
送
信
無
線
ノ
ー
ド
と
の
距
離
を
計
算
す
る
こ
と
か
ら
，

M
i+

1
は

M
i−

1
が
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ

ス
ト
送
信
し
た

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
信
し
て
お
り
，

M
i
か
ら
伸
長
無
線
リ
ン
ク
に
よ
る
次
ホ
ッ
プ
中
継

無
線
ノ
ー
ド
探
索
の
た
め
に
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
ト
送
信
さ
れ
た

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
信
す
る
時
点
で
距
離

|M
i−

1
M

i+
1
|
を
取
得
済
み
で
あ
る
．
し
た
が
っ
て
，
|M

i+
1
M

i+
2
|
<
m
in
(|

M
i
M

i+
1
|,
|M

i−
1
M

i+
1
|)

を
満
た
す

M
i+

2
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
伸
長
無
線
リ
ン
ク
の
導
入
に
よ
る
経
路
内
衝
突
の
発
生
を
防

止
す
る
こ
と
が
で
き
る
( 図

5
) ．
な
お
，
こ
の
場
合
の

M
i+

2
の
探
索
も

M
i+

1
が
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
ト
送

信
す
る

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
ピ
ギ
ー
バ
ッ
ク
す
る
無
線
リ
ン
ク
長
を
m
in
(|

M
i
M

i+
1
|,
|M

i−
1
M

i+
1
|)

と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
R
H
2
S
W
L
手
法
の
順
次
短
縮
無
線
リ
ン
ク
に
よ
る
次
ホ
ッ
プ
中
継
無
線
ノ
ー
ド

の
探
索
と
同
様
の
方
法
で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

3
.3
経
路
探
索
プ
ロ
ト
コ
ル

本
論
文
で
提
案
す
る
補
助
チ
ャ
ネ
ル
を
用
い
る
伸
長
無
線
リ
ン
ク
を
含
む
順
次
短
縮
リ
ン
ク
列
に
よ
る
無

線
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
経
路
を
探
索
す
る
た
め
の
プ
ロ
ト
コ
ル
を
設
計
す
る
．
提
案
プ
ロ
ト
コ
ル
は
，
単
一

チ
ャ
ネ
ル
を
用
い
た
経
路
探
索
メ
ッ
セ
ー
ジ

R
re

q
の
フ
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
( リ
ア
ク

テ
ィ
ブ
)
型
の
プ
ロ
ト
コ
ル
で
あ
る
．
ま
た
，

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
中
継
転
送
し
た
無
線
ノ
ー
ド
ID
列

を
R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
ピ
ギ
ー
バ
ッ
ク
す
る
．
こ
れ
は
，
経
路
検
出
メ
ッ
セ
ー
ジ

R
re

p
を
送
信
先
無

3
c �

2
0
0
9
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図
5
無
線
リ
ン
ク
長
の
追
加
制
約
に
よ
る
経
路
内
衝
突
回
避

F
ig
.5

C
o
ll
is
io
n
A
v
o
id
a
n
c
e
b
y
A
d
d
it
io
n
a
l
R
e
st
ri
c
ti
o
n
.

線
ノ
ー
ド

M
d
か
ら
送
信
元
無
線
ノ
ー
ド

M
s
へ
検
出
経
路
に
沿
っ
て
転
送
す
る
こ
と
で
，
す
べ
て
の
中

継
無
線
ノ
ー
ド
と

M
s
の
経
路
表
に

M
d
へ
配
送
す
る
た
め
の
次
ホ
ッ
プ
無
線
ノ
ー
ド
と
次
ホ
ッ
プ
無
線

ノ
ー
ド
ま
で
の
距
離
を
登
録
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
加
え
て
，
3
.2
節
で
述
べ
た
伸
長
無
線
リ
ン

ク
導
入
後
の
経
路
内
衝
突
を
回
避
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
．

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
，
以
下
の
情
報
が
ピ
ギ
ー
バ
ッ
ク
さ
れ
る
．

・
送
信
先
無
線
ノ
ー
ド
ID

R
re

q
.d

st

・
前
ホ
ッ
プ
無
線
ノ
ー
ド
と
の
距
離

R
re

q
.d

is
t

・
前
ホ
ッ
プ
無
線
ノ
ー
ド
ID

R
re

q
.p

re
v

・
経
路
無
線
ノ
ー
ド
列

R
re

q
.s
eq

・
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
転
送
チ
ャ
ネ
ル

R
re

q
.c

h
a
n

[ 送
信
元
無
線
ノ
ー
ド

M
s
=

M
0
]

1
)
以
下
の
情
報
を
ピ
ギ
ー
バ
ッ
ク
し
た
経
路
探
索
メ
ッ
セ
ー
ジ

R
re

q
を
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
ト
送
信
す

る
．

R
re

q
.d

st
:=

M
d
;

R
re

q
.d

is
t
:=

∞
;

R
re

q
.p

re
v
:=

n
u
ll
;

R
re

q
.s
eq
:=

||
M

s
��
;

R
re

q
.c

h
a
n
:=
通
常
チ
ャ
ネ
ル
;

各
無
線
ノ
ー
ド

M
に
は
，
隣
接
無
線
ノ
ー
ド
ID
お
よ
び
隣
接
無
線
ノ
ー
ド
と
の
距
離
の
対
(N

ID
,
d
is

t)

を
保
持
す
る
隣
接
ノ
ー
ド
キ
ャ
ッ
シ
ュ

M
.c
a
sh

e
を
備
え
る
．
隣
接
無
線
ノ
ー
ド

M
�

か
ら
経
路
探
索
メ
ッ

セ
ー
ジ

R
re

q
を
受
信
し
，
そ
の
受
信
電
力
か
ら
計
算
し
た
距
離

|M
�
M

|
が

M
�

と
そ
の
前
ホ
ッ
プ
無
線

ノ
ー
ド

M
�
�

と
の
距
離

|M
�
�
M

�
|
以
上
で
あ
る
(|

M
�
�
M

�
|
≤

|M
�
M

|)
場
合
，

M
�

は
M
の
次
ホ
ッ

プ
無
線
ノ
ー
ド
と
は
な
ら
な
い
．
た
だ
し
，
3
.2
節
で
述
べ
た
よ
う
に

M
が

M
�

以
降
他
の
無
線
ノ
ー
ド

を
中
継
ノ
ー
ド
と
し
て
転
送
さ
れ
た

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
信
し
，

M
�

か
ら

M
へ
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
転
送

さ
れ
る
間
に
伸
長
無
線
リ
ン
ク
を
含
む
場
合
に
は
，

M
か
ら
転
送
さ
れ
る
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

M
�

に
到
達
可
能
と
な
り
隠
れ
端
末
問
題
に
よ
る
経
路
内
衝
突
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
．
そ
こ
で
，

M
.c
a
sh

e

に
は

M
�

の
無
線
ノ
ー
ド
ID
と

|M
�
M

|
の
対
を
保
持
す
る
．

M
の
次
ホ
ッ
プ
無
線
ノ
ー
ド
探
索
時
に

は
，

M
か
ら
の
距
離
が

|M
�
M

|
未
満
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
し
て
課
さ
れ
る
．

[ 中
継
無
線
ノ
ー
ド

M
i
]

1
)
隣
接
無
線
ノ
ー
ド

M
i−

1
か
ら
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
ト
送
信
さ
れ
た
経
路
探
索
メ
ッ
セ
ー
ジ

R
re

q
を

受
信
し
た

M
i
は
，
そ
の
受
信
電
力
か
ら

|M
i−

1
M

i
|
を
計
算
す
る
．

1
-1
)

R
re

q
が
既
に
送
信
済
み
の

R
re

q
と
同
一
な
ら
ば
，
処
理
を
終
了
す
る
．

1
-2
)

R
re

q
.d

is
t
≤

|M
i−

1
M

i
|
な
ら
ば
，

M
i
.c
a
sh

e
に
(M

i−
1
,
|M

i−
1
M

i
|)
を
追
加
し
て
処

理
を
終
了
す
る
．

1
-3
)

R
re

q
.d

is
t

>
|M

i−
1
M

i
|
な
ら
ば
，
以
下
の
情
報
を
ピ
ギ
ー
バ
ッ
ク
し
た
経
路
探
索
メ
ッ

セ
ー
ジ

R
re

q
�

を
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
ト
送
信
す
る
．
た
だ
し
，

M
j
は

R
re

q
.s
eq
に
含
ま
れ
，

M
i
.c
a
sh

e
に
対
(M

j
,
|M

j
M

i
|)
が
含
ま
れ
る

M
i
の
す
べ
て
の
隣
接
無
線
ノ
ー
ド
と
す
る
．

R
re

q
�
.d

st
:=

R
re

q
.d

st
;

R
re

q
�
.d

is
t
:=
m
in
(|

M
i−

1
M

i
|,
|M

j
M

i
|)
;

R
re

q
�
.p

re
v
:=

M
i−

1
;

R
re

q
�
.s
eq
:=

R
re

q
.s
eq
+

M
i
;

R
re

q
.c

h
a
n
:=
通
常
チ
ャ
ネ
ル
;

2
)
タ
イ
マ

T
i
を
設
定
す
る
．

2
-1
)

T
i
が
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
す
る
以
前
に
い
ず
れ
か
の
隣
接
無
線
ノ
ー
ド
か
ら

R
re

q
.p

re
v
=

M
i

で
あ
る

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
信
し
た
な
ら
ば
，

T
i
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
処
理
を
終
了
す
る
．

2
-2
)
い
ず
れ
の
隣
接
無
線
ノ
ー
ド
か
ら
も

R
re

q
.p

re
v
=

M
i
で
あ
る

R
re

q
を
受
信
す
る
こ
と

な
く

T
i
が
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
し
た
な
ら
ば
，
以
下
の
情
報
を
ピ
ギ
ー
バ
ッ
ク
し
た
経
路
探
索
メ
ッ

セ
ー
ジ

R
re

q
�
を
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
ト
送
信
す
る
．

R
re

q
�
.d

st
:=

R
re

q
.d

st
;

R
re

q
�
.d

is
t
:=

∞
;

R
re

q
�
.p

re
v
:=

M
i−

1
;

R
re

q
�
.s
eq
:=

R
re

q
.s
eq
+

M
i
;

R
re

q
.c

h
a
n
:=
補
助
チ
ャ
ネ
ル
;

[ 送
信
先
無
線
ノ
ー
ド

M
d
=

M
n
]

1
)
隣
接
無
線
ノ
ー
ド

M
n
−

1
か
ら
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
ト
送
信
さ
れ
た
経
路
探
索
メ
ッ
セ
ー
ジ

R
re

q
を

受
信
し
た

M
d
は
，
そ
の
受
信
電
力
か
ら

|M
n
−

1
M

d
|
を
計
算
す
る
．

1
-1
)
既
に
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
経
路
が
検
出
済
み
な
ら
ば
処
理
を
終
了
す
る
．

1
-2
)

R
re

q
.d

is
t
≤

|M
n
−

1
M

d
|
な
ら
ば
，
処
理
を
終
了
す
る
．

1
-3
)

R
re

q
.d

is
t

>
|M

n
−

1
M

d
|
な
ら
ば
，
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
経
路

R
re

q
.s
eq
+

M
d
が
検
出

さ
れ
る
．

提
案
プ
ロ
ト
コ
ル
に
よ
る

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
フ
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
さ
れ
る
様
子
を
図
6
に
示
す
．
従
来

手
法
で
は
a
)
の
よ
う
に

R
re

q
の
到
達
範
囲
が
限
定
的
と
な
る
一
方
，
無
線
リ
ン
ク
伸
長
を
導
入
し
た
提

案
手
法
で
は
，

R
re

q
が
全
体
的
に
拡
散
す
る
．
送
信
先
無
線
ノ
ー
ド

M
d
で
検
出
さ
れ
た
マ
ル
チ
ホ
ッ

プ
配
送
経
路
は
，
経
路
応
答
メ
ッ
セ
ー
ジ

R
re

p
を
検
出
経
路
に
沿
っ
て

M
d
か
ら
送
信
元
無
線
ノ
ー
ド

M
s
へ
と
ユ
ニ
キ
ャ
ス
ト
転
送
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
，

M
s
お
よ
び
す
べ
て
の
中
継
無
線
ノ
ー
ド
へ
と
通

知
さ
れ
る
．

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
転
送
時
に
計
算
さ
れ
た
無
線
リ
ン
ク
長

|M
i
M

i+
1
|
は

M
i+

1
で
計
算
さ

れ
て
い
る
が
，
こ
の
距
離
は
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
転
送
の
無
線
送
信
電
力
を
決
め
る
の
に
用
い
ら
れ
る
た

め
M

i+
1
か
ら

M
i
へ
通
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
こ
れ
も

R
re

p
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ユ
ニ
キ
ャ
ス
ト

転
送
時
に
実
現
す
る
．
そ
こ
で
，

R
re

p
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
以
下
の
情
報
を
ピ
ギ
ー
バ
ッ
ク
す
る
．

・
送
信
先
無
線
ノ
ー
ド
ID

R
re

p
.d

st

・
検
出
し
た
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
経
路

R
re

p
.s
eq

・
前
ホ
ッ
プ
無
線
ノ
ー
ド
と
の
距
離

R
re

p
.d

is
t

4
c �

2
0
0
9

In
fo

rm
a
ti

o
n

P
ro

ce
ss

in
g

S
o
ci

et
y

o
f

J
a
p
a
n
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S
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T
ec

h
n
ic

a
l

R
ep

o
rt

な
お
，

R
re

p
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
通
常
チ
ャ
ネ
ル
で
最
大
送
信
電
力
を
用
い
て
転
送
さ
れ
る
．

図
6

R
r
e
q
フ
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
の
到
達
範
囲
拡
大

F
ig
.
6

Im
p
ro
v
e
m
e
n
t
o
f
R
r
e
q
R
e
a
ch
a
b
il
it
y
.

[ 送
信
先
無
線
ノ
ー
ド

M
d
=

M
n
]

1
)
以
下
の
情
報
を
ピ
ギ
ー
バ
ッ
ク
し
た
経
路
応
答
メ
ッ
セ
ー
ジ

R
re

p
を
前
ホ
ッ
プ
無
線
ノ
ー
ド

M
n
−

1

へ
ユ
ニ
キ
ャ
ス
ト
転
送
す
る
．

R
re

p
.d

st
:=

M
d
;

R
re

p
.s
eq
:=

R
re

q
.s
eq
;

R
re

p
.d

is
t
:=

|M
n
−

1
M

d
|

[ 中
継
無
線
ノ
ー
ド

M
i
]

1
)
次
ホ
ッ
プ
無
線
ノ
ー
ド

M
i+

1
か
ら
ユ
ニ
キ
ャ
ス
ト
転
送
さ
れ
た
経
路
応
答
メ
ッ
セ
ー
ジ

R
re

p
を

受
信
し
た

M
i
は
，
経
路
表
に
( 送
信
先
無
線
ノ
ー
ド
ID
,
次
ホ
ッ
プ
無
線
ノ
ー
ド
ID
,
送
信
距
離
,

デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
転
送
チ
ャ
ネ
ル
):
=
(R

re
p
.d

st
,
M

i+
1
,
R
re

p
.d

is
t,

R
re

q
.c

h
a
n
)
の
4
項
組
を

追
加
す
る
．
た
だ
し
，

R
re

q
は
受
信
し
た

R
re

p
に
対
応
す
る

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
．

2
)
以
下
の
情
報
を
ピ
ギ
ー
バ
ッ
ク
し
た
経
路
応
答
メ
ッ
セ
ー
ジ

R
re

p
�

を
前
ホ
ッ
プ
無
線
ノ
ー
ド

M
i−

1

へ
ユ
ニ
キ
ャ
ス
ト
転
送
す
る
．

R
re

p
�
.d

st
:=

R
re

p
.d

st
;

R
re

p
�
.s
eq
:=

R
re

p
.s
eq
;

R
re

p
�
.d

is
t
:=

|M
i−

1
M

i
|

[ 送
信
元
無
線
ノ
ー
ド

M
s
=

M
0
]

1
)
次
ホ
ッ
プ
無
線
ノ
ー
ド

M
1
か
ら
ユ
ニ
キ
ャ
ス
ト
転
送
さ
れ
た
経
路
応
答
メ
ッ
セ
ー
ジ

R
re

p
を

受
信
し
た

M
s
は
，
経
路
表
に
( 送
信
先
無
線
ノ
ー
ド
ID
,
次
ホ
ッ
プ
無
線
ノ
ー
ド
ID
,
送
信
距
離
,

デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
転
送
チ
ャ
ネ
ル
):
=
(R

re
p
.d

st
,
M

1
,
R
re

p
.d

is
t,

R
re

q
.c

h
a
n
)
の
4
項
組
を
追

加
す
る
．
た
だ
し
，

R
re

q
は
受
信
し
た

R
re

p
に
対
応
す
る

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
．

4
.
性
能
評
価

3
章
で
提
案
し
た
補
助
チ
ャ
ネ
ル
に
よ
る
無
線
リ
ン
ク
伸
長
を
導
入
し
た
R
H
2
S
W
L
の
拡
張
手
法
の
性

能
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
評
価
す
る
．
評
価
環
境
は
5
,0
0
0
m
×
5
,0
0
0
m
の
正
方
形
領
域
と
し
，
最

大
送
信
電
力
で
の
無
線
信
号
到
達
距
離
が
1
0
0
m
で
あ
る
無
線
ノ
ー
ド
を
一
様
分
布
乱
数
に
基
づ
い
て
ラ

ン
ダ
ム
に
配
置
す
る
．
送
信
元
無
線
ノ
ー
ド
位
置
を
領
域
の
中
心
に
固
定
と
し
て
，
経
路
探
索
メ
ッ
セ
ー
ジ

R
re

q
の
フ
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
を
行
な
う
と
き
の
，

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
到
達
率
，
検
出
経
路

�
2
の
平
均
ホ
ッ

プ
数
，

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
転
送
数
を
測
定
し
た
．
比
較
対
象
は
，
R
H
2
S
W
L
，
R
H
2
S
W
L
w
R
B
お
よ

び
そ
れ
ぞ
れ
に
本
論
文
で
提
案
し
た
補
助
チ
ャ
ネ
ル
を
導
入
し
た
4
つ
の
手
法
で
あ
る
．
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
は
G
lo
M
o
S
im

5
)
を
用
い
る
．

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
結
果
を
図

7
–
図

9
に
示
す
．
図
7
は
，

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
到
達
率
を
示
し

て
い
る
．
従
来
手
法
で
は
，
順
次
短
縮
無
線
リ
ン
ク
列
の
み
で
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
経
路
を
構
成
す
る
た
め
全
体

の
1
0
%
程
度
の
無
線
ノ
ー
ド
( 送
信
元
無
線
ノ
ー
ド
か
ら
8
0
0
m
程
度
の
距
離
ま
で
)
の
み
に

R
re

q
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
到
達
し
て
い
る
．
こ
れ
に
対
し
て
提
案
手
法
で
は
，
無
線
リ
ン
ク
長
の
縮
小
に
よ
っ
て
次
ホ
ッ
プ

無
線
ノ
ー
ド
が
検
出
で
き
な
く
な
る
と
補
助
チ
ャ
ネ
ル
を
用
い
て
無
線
リ
ン
ク
伸
長
を
行
な
う
た
め
，
無
線

ノ
ー
ド
密
度
が
特
に
低
い
場
合
を
除
い
て
ほ
ぼ
全
域
的
に

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
到
達
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
．

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
到
達
は
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
経
路
の
検
出
と
同
値
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
提
案
手

法
は
広
域
ア
ド
ホ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
経
路
検
出
率
を
大
幅
に
改
善
す
る
．
な
お
，
提
案
手
法
に

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
再
送
信
を
組
み
合
わ
せ
る
(R
H
2
S
W
L
+
補
助
チ
ャ
ネ
ル
手
法
と
R
H
2
S
W
L
w
R
B
+

補
助
チ
ャ
ネ
ル
手
法
と
を
比
較
す
る
)
と
，
無
線
ノ
ー
ド
密
度
が
特
に
低
い
場
合
に
経
路
検
出
率
が
改
善
さ

れ
る
．

図
7

R
r
e
q
フ
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
の
到
達
率

F
ig
.
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R
e
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b
il
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y
o
f
R
r
e
q
.

図
8
は
，

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
フ
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
検
出
さ
れ
る
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
経
路
長

の
平
均
値
の
測
定
結
果
で
あ
る
．
従
来
手
法
と
比
較
し
て
，
提
案
手
法
で
は
3
.0
倍
長
い
経
路
を
検
出
し

て
い
る
．
こ
れ
は
，

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
フ
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
拡
散
領
域
を
拡
大
し
た
効
果
で
あ
る
．

�
2
送
信
元
無
線
ノ
ー
ド
か
ら

R
r
e
q
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
信
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
無
線
ノ
ー
ド
ま
で
の

R
r
e
q
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
マ
ル
チ
ホ
ッ

プ
配
送
経
路

5
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ep

o
rt

従
来
手
法
と
提
案
手
法
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
再
送
信
機
構
を
導
入
す
る
こ
と
で

経
路
長
が
約
2
0
%
短
縮
し
て
い
る
．
図
7
で
到
達
率
を
改
善
し
て
い
る
，
す
な
わ
ち
，
よ
り
広
い
領
域
へ

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
到
達
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
再
送
信
機
構
が
経
路
の
ホ
ッ
プ
数
を
削
減
す
る
高
い

効
果
を
持
つ
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
．

図
8
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
経
路
長

( 平
均
)

F
ig
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L
e
n
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o
f
M
u
lt
ih
o
p
T
ra
n
sm

is
si
o
n
R
o
u
te
s.

図
9
は
，

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
フ
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
に
要
す
る
通
信
オ
ー
バ
ヘ
ッ
ド
を
評
価
す
る
た
め
に

そ
の
転
送
数
を
測
定
し
た
結
果
で
あ
る
．
提
案
手
法
で
は
，
従
来
手
法
に
比
べ
て
転
送
数
が
4
.3
倍
程
度
に

拡
大
し
て
い
る
．
し
か
し
，
無
線
リ
ン
ク
伸
長
に
よ
っ
て
到
達
ノ
ー
ド
数
が
1
2
倍
程
度
の
拡
大
し
て
い
る

こ
と
か
ら
，
転
送
数
の
拡
大
は
妥
当
な
範
囲
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
．
従
来
手
法
と
提
案
手
法
の
い
ず
れ

に
お
い
て
も
2
.2
倍
程
度
に
転
送
数
が
拡
大
す
る
．
各
無
線
ノ
ー
ド
に
お
い
て
前
ホ
ッ
プ
と
の
距
離
が
よ
り

長
い
も
の
を
選
択
す
る
た
め
に

R
re

q
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
複
数
回
送
信
す
る
こ
と
に
よ
る
拡
大
で
あ
り
，
無
線

ノ
ー
ド
分
布
密
度
が
特
に
低
い
場
合
の
経
路
検
出
率
の
改
善
と
検
出
経
路
長
の
短
縮
の
効
果
と
の
ト
レ
ー

ド
オ
フ
と
な
る
．
た
だ
し
，
提
案
手
法
で
は

R
re

q
の
拡
散
領
域
が
広
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
転
送
数

拡
大
効
果
が
大
き
い
た
め
，
無
線
ノ
ー
ド
分
布
密
度
が
特
に
低
い
場
合
を
除
い
て
は
，
再
送
信
機
構
導
入
に

よ
る
効
果
は
相
対
的
に
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
．

5
.
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

本
論
文
で
は
，
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
転
送
の
経
路
内
衝
突
が
隠
れ
端
末
問
題
に
よ
っ
て
発
生
す
る
こ
と
を

回
避
し
て
高
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
の
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
配
送
を
実
現
す
る
R
H
2
S
W
L
手
法
の
経
路
検
出
率

を
広
域
ア
ド
ホ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
改
善
す
る
拡
張
手
法
を
提
案
し
た
．
R
H
2
S
W
L
で
は
マ
ル
チ
ホ
ッ

プ
配
送
経
路
を
順
次
短
縮
無
線
リ
ン
ク
列
で
構
成
す
る
が
，
本
論
文
で
は
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
配
送
に
補
助

チ
ャ
ネ
ル
を
用
い
る
伸
長
無
線
リ
ン
ク
を
含
む
こ
と
に
よ
っ
て
，
よ
り
広
域
に
分
布
す
る
送
受
信
無
線
ノ
ー

ド
間
の
配
送
経
路
を
検
出
す
る
手
法
を
導
入
し
た
．
ま
た
，
無
線
リ
ン
ク
伸
長
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
る
経

路
内
衝
突
を
回
避
す
る
た
め
に
次
ホ
ッ
プ
無
線
ノ
ー
ド
選
択
条
件
を
示
し
，
こ
れ
を
充
足
す
る
ノ
ー
ド
の

図
9
経
路
探
索
通
信
オ
ー
バ
ヘ
ッ
ド

F
ig
.
9

R
o
u
ti
n
g
P
ro
to
c
o
l
O
v
e
rh
e
a
d
.

み
を
経
路
に
含
む
よ
う
に
す
る
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ト
コ
ル
を
設
計
し
た
．
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
の
結

果
，
経
路
検
出
率
を
大
幅
に
改
善
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
．

伸
長
無
線
リ
ン
ク
の
終
点
無
線
ノ
ー
ド
は
補
助
チ
ャ
ネ
ル
を
用
い
て
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
信
し
，
そ

れ
以
外
の
無
線
ノ
ー
ド
は
通
常
チ
ャ
ネ
ル
を
用
い
て
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
信
す
る
．
ア
ド
ホ
ッ
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
複
数
の
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
経
路
が
同
時
に
存
在
す
る
場
合
に
は
，
あ
る
無
線
ノ
ー
ド
が
複
数

の
経
路
に
含
ま
れ
る
場
合
が
あ
る
．
複
数
チ
ャ
ネ
ル
か
ら
の
デ
ー
タ
メ
ッ
セ
ー
ジ
受
信
を
同
時
に
待
つ
こ
と

が
で
き
な
い
無
線
ノ
ー
ド
で
あ
る
場
合
に
は
，
既
に
受
信
に
使
う
チ
ャ
ネ
ル
が
決
定
し
て
い
る
無
線
ノ
ー
ド

が
他
の
チ
ャ
ネ
ル
を
使
っ
て
受
信
す
る
経
路
に
加
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
．
こ
の
点
を
考
慮
し
て
，
複
数
の

マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
配
送
経
路
が
同
時
に
存
在
す
る
場
合
の
性
能
に
つ
い
て
，
今
後
評
価
を
行
な
う
．
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